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肝硬変患者の予後を含めた実態を把握する

ための研究 

八橋 弘・教授 厚生労働省 分担 医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエン

ス政策研究事業 

C 型肝炎救済のための調査研究及び安全対

策等に関する研究 

八橋 弘・教授 厚生労働省 分担 エイズ対策政策研究事業 

血液製剤によるHIV／HCV重複感染患者の

肝移植に関する研究 

八橋 弘・教授 厚生労働省 分担 肝炎等克服政策研究事業 

B型・C型肝炎による肝硬変、肝がん患者にお

ける医療費等の実態調査 

八橋 弘・教授 厚生労働省 分担 肝炎等克服政策研究事業 

肝炎ウイルス検査受検から受診、受療に至る

肝炎対策の効果検証と拡充に関する研究 

八橋 弘・教授 日本医療研究開発機構 分担 肝炎等克服実用化研究事業（肝炎等克服緊急

対策研究事業） 

経口感染によるウイルス性肝炎（Ａ型及びＥ

型）の感染防止、病態解明、治療等に関する
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研究 

八橋 弘・教授 日本医療研究開発機構 分担 肝炎等克服実用化研究事業（肝炎等克服緊急

対策研究事業） 

Drug freeからHBs抗原消失を目指すＢ型肝炎

抗ウイルス療法とこの効果を予測する新規

因子の検討 

八橋 弘・教授 厚生労働省補助事業 分担 友愛調査研究事業（HIV感染血友病患者） 

エイズ発症予防に資するための血液製剤に

よるHIV感染者の調査研究事業 

八橋 弘・教授 国立病院機構 代表 NHOネットワーク共同研究 

C型肝炎ウイルス駆除後の肝発癌予測に関す

る研究 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

八橋 弘・教授 慢性肝疾患治療剤 2004 年 
8 月 31 日 

2011 年 
3 月 4 日 

特許第 4695366 号 

八橋 弘・教授 B 型慢性肝炎の検出方法及び検出キット 2012 年 
6 月 6 日 

  

 
その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

八橋 弘・教授 教員（微生物学） 活水女子大学看護学部 

八橋 弘・教授 教員（ウイルス肝炎） 長崎大学消化器内科 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

八橋 弘・教授 新聞掲載 讀賣新聞 2017.1.13. C型肝炎啓発 
「医療ルネサンス，C型肝炎の課題，ウ

イルス消滅後に発がん」 

八橋 弘・教授 書籍掲載 受けたい医療

2018年版 「病

院の実力」特別

版（読売新聞医

療部編，読売新

聞社） 

2017.10.28 C型肝炎啓発 
「C型肝炎の課題，ウイルス消滅後に発

がん．その病気にすぐ役立つ、最新治療

法 厳選！」 

八橋 弘・教授 新聞掲載 長崎新聞 2017.11.6. C型肝炎啓発 
「C型肝炎は飲み薬で完治を目指せる」 

八橋 弘・教授 医学雑誌 
＜Letter to the Editor＞ 

J Hepatol. 2017.11.13 C型肝炎啓発 
「＜Letter to the Editor＞Rapidly growing, 
moderately differentiated HCC: A 
clinicopathological characteristic of HCC 
occurrence after IFN-free DAA therapy?」 

八橋 弘・教授 座談会記録 Vita 34(4) 2017. 肝炎・肝癌啓発 
＜特別座談会＞ 新しい肝線維化マーカ
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ーを指標とする肝炎・肝癌マネジメント

とは－M2BPGi は国内で開発され、臨床

的意義を確立し、輸出されているマーカ

ー 

 


